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JA51QP

去 る 9月 3日 に東京都港 区の 日赤会館 で開催 された第 44回 評議員会 に

出席 しましたので ,そ のさい報告 された事項 の一部 をお知 らせ します。

① 規則の改正 (第 7章 第 28条 )

0 機関紙の発行は,現規定では新聞紙によることが原則となっている

が,実際
`こ

は準誌 として発行されており,今後もこの形によることが

予測 されるので,原則を雑誌とし必要により適宜の形の機関紙を発刊

できるようにするため次のとおり改正されました。

(改  正)

規   則

本 連 盟 の機 関 紙 は ,JARL NEWSと す る。

前項の機関紙は,雑誌の形式とし,毎月 1回以上刊行 し

会員に配布するものとする。

理事会が必要 と認めたときは ,前項のほか適宜の形式の

機関紙を発行す ることができるものとする。

(現  行 )
規   則

本 連 盟 の 機 関 紙 は ,JARL NEWSと す る 。

本連盟は毎月 3回以上機関紙を刊行 して会員に頒布する。

ただし,毎年 1月 は 2回分を合併 して頒布する。

理事会が必要 と認めたときは ,前項の機関紙を頒布する

第 28条
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ことかできる。

② 会員の状況

8月 7日 現在 の会員数 は 96,334名 で前月比 98名 減 とな ってい るが ,

これは例年同 じ推移 を示す もので ,9月 以降再 び緩 やかな延 びを示す も

の と思われ る。

③ 亀 3Lヵ ― ド関係

l Q 31 Lカ ー ドは 4月 か ら外延1向 けの ものにステ ッヵ―を使用す るこ

とがな くな ぅ●]こ と,及 J5九 ～ 7月 の会員増加 こ1半 い急激 な r昔加 を

み ,5月 約 146万 枚 ,6,7月 拘 156万枚 ,8月 約 162万 枚の多 き

にいた ってい ろ。

2.さ て ,こ の カー ト`ですが ,皆 さまもこ存知 `f)よ うに ,本■・ ■ 1日

か ら |~交 言二I及 _ド i情」の転送取扱規程」が改正 tl■ ,,E会 員電 の Q

SI」 カー ドチす発行局に返送 しな t｀ ことにな りました。

この こと |こ ついて
`ま

JARL NEWS lo月 号 で述べ らわています

が ,3月 6日 連盟事務局 において QSLヵ ― ド監査員 5名 ,QSL委

員 2名 ,本事務局職 員 2名 の計 9名 にょ り,4月 分転送時の非会員 あ

て カー ド50,173枚 を全数監査 した結果 ,会 員あて 21枚 ,5～ 7月

に入会 した会 員あて 99枚 ,コ ーール }`イ ンの記載が悪 く判読 不能の も

の 39枚 を摘 出 した。

なお ,9月 3日 も 5月 分について監査実施 中で した。

以上の とお りですので QSLカ ー ドは

0 交換 を約束 した らす ぐ発行 しましょう。
0 相手局が現在 JARL会 員か どうか確かめま し ょう。
O 宛名局名は されいにわか りやすい文字で記入 しまし ょう。
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ミーアィ ング

箸 蔵 大 歩 危 へ

11月 5日 (目 )午前 9時 ,参力「 10局総勢 16名 が 8台 の車 を連 ねて

浅野 を出発。

通行主の少ない農免道路 を走 る。途中満濃池で小休止 .

ここか ら峠 ヒ越えて国鉄土讃線に浴 って ,1ノ ばらく走 り黒‖|あ たりであ

ろうかR32号 に出る。

箸載寺へは リフ トとコープウエイを乗継 いで登 る方法 と,車で乗 入 4■ る

方法があるが ,一行は車でロープゥエイの終着点まで行 く,こ こには 20

言程度の駐車場があ る。

徒歩‐膚に汗ばみを感 じる頃 ,寺 につ く。ここか らの誂めは正に一幅の

水墨画である。

食後 ,池 田」Iに ある香川月水取入毒を見学 ,そ れか ら大歩危へ と走 る。

啓のおばさんの税嘱によると,名物の川下 りは大歩危で乗絆 ,小歩危で

下船のコースであったが現在は乗 ,下船 とも大歩危になったとか。

‖1下 りの遊覧船 を見送 り,3時 帰路 についた。

JA5KWF
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1.日    時

JARL香 川クラブの忘年会 を行ないます。

12月 6日 18 00か ら

(西 日本放送 うら)

3.会   費   4,000円 程 度

(家縦会員

出席者は 12月 2日 までに

2.場   所    城   門  丸の F´

ス]店

ヽ__

JA5MG,JA5UY,JA51QP

JA51RPま で申込んでください。

多数の参加を待 っています。

◇ ◇

新 入 会 員

ヨウ ノ マサカズ

甲 野 雅 一

高松市昭和町 2丁 目S-3

氏

お 知 ら せ
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